
 

女性的な視 点から創造する
「良い企業」「良い地域 」

すべての人が起業家精神を持ち、一人一人がイノベーションを生み出す「わたし」として、

グローバルな視座と女性的な視点から地域について考え、国籍・性別・世代・分野などを

超えて、共に未来をつくっていく3 日間の第 1 回 WE-Nagano グローバル・カンファレンス。

[ 会場 ]  7月19日 : 長野市芸術館 3 階アクトスペース（長野県長野市大字 鶴賀緑町 1613） ／ 7 月 20・21日 : 長野県立大学 三輪キャンパス（長野県長野市三輪 8-49-7）* 公共交通機関をご利用ください。

[ 問合せ ]  公立大学法人長野県立大学  総務・経営企画課   we-nagano@u-nagano.ac.jp
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2024. 7. 19 fri - 21 sun 
Day1: 10:00~16:30 at 長野市芸術館 アクトスペース
Day2-3: 9:30~16:30 at 長野県立大学 三輪キャンパス

スペシャル・スポンサー ゴールド・スポンサー

コンテンツパートナー 

信州ウィメンズヘルスケア協会

後援 

長野県市長会長野県 長野県教育委員会 長野県町村会

主催

Women Entrepreneurs Nagano
(WE-Nagano)

WE-Nagano（Women Entrepreneurs Nagano）は、

すべての人が「わたし」を創造的に生きることを応援する、長野県立大学発のプロジェクトです。

すべての人が起業家精神を持ち、一人一人がイノベーションを生み出す「わたし」として、地域に根ざしながら、

グローバルな視座と女性的な視点から、より良い社会や未来をつくっていくために、議論や交流を行っていきます。

名称に“女性（Women）”を入れているのは、プロジェクトとして、これまでの社会システムとは

異なる視点という意味での「女性性」や「女性的リーダーシップ」の必要性や、

可能性を拓ききれていない対象として女性が多いということから女性への期待を込めています。

「わたし」を生きよう。

社会からの期待や理想に、自分を当てはめようとしたり、

誰かの想いを優先して、自分のことを後回しにしてしまったり。

自分の中の私とつながり、違いを恐れず、自分の可能性を拓くこと。

私とつながる地域、ビジネス、グローバル社会について考えること。

地球や、人間以外の生き物たちの声にも、耳を傾けてみること。

「わたし」たちの、より良い未来を創造しよう。

いつもと違う一歩を踏み出す時は、不安や恐怖があるかもしれない。

より良い社会や未来をつくっていくための、新たな一歩を踏み出す勇気や希望。

そして、不安や恐怖を超えていける仲間を得ること。

より良い社会に向けて、すべての「わたし」が創造的に生きることを

WE-Nagano は、応援します。

Message

About

すべての「わたし」を
創造的に生きよう。

協賛

WE-Market
長野県内の女性起業家や事業者、長野県立大学卒業
生や在校生などによるブース出店。2 日目（7 月 20 日）
12:00-16:00 に会場内で開催されますので、ランチを
購入いただく以外にもお気軽にお立ち寄りください。
* 下記に加えて、協賛企業様のブース出展もあります。

5   みほのパン

須坂市地域おこし協力隊として「パン×地域おこし」を軸に活動しています。
地域資源を活かした商品開発、地域イベントへの出店、地域のお店とのコラボ
営業等を行っており、卒隊後の起業へ向け奮闘中です。

フード

1   じみじみおやつ

松川村にて、ちいさなおやつ屋を営んでいる「じみじみおやつ」と申します。 

「地味だけど滋味ゆたかで素朴な味わいのおやつ」を目指して、100% 植物性
素材でつくるヴィーガンおやつです。

フード

4   フルプロ農園

長野市のりんご農園です。生産だけでは無く、加工品の開発、EC など新たな
販路開拓、今後は飲食店の展開なども積極的に行う農園です。今回は様々な
りんごの加工品をご賞味ください ！ 

フード

9   hanasaku flower cake

おはなをテーマとしたおやつを作れる教室を須坂市で開いています。素材もあん
こや米粉、天然色素などを使用して身体に優しく見かけも華やかな、あんフラワー
クッキーをぜひご賞味ください。

フード

3   NEBIRAKI

こんにちは NEBIRAKI です。今回は学校にお伺い出来るので嬉しいです。
美味しい瓶をお持ちしたいと思います。ピクルス、ジャム、オイル瓶、おつまみ
にふだんのお料理にナッツデュカ。

フード

7   やよい農園

科学的な肥料を使わず、あひる合鴨農法で栽培したササシグレを販売、加工し
ている 6 次産業か農家です。

フード

8   戸隠かごや朗々

戸隠に移住されて、かご編み教室と月に３日間ほどの販売をしています。

雑貨

6   糀 kitchen maruyuki

須坂の味噌屋、中村醸造場が営むカフェ“糀 kitchenmaruyuki”です。普段は
長野市三輪田町の店舗で味噌や甘酒を使ったランチやドリンクを販売しています。

フード

2   麻と香織と

麻と布のある暮らし。地球も働く人も、誰も犠牲にしない。
自分を大切にできる「捨てずに長く使える物」を作っています。

雑貨

10   アンフィニー

漢方養生サロン アンフィニーです。ココロとカラダを整える、信州産の薬草を 

入れたオリジナルブレンド茶「幸めぐり茶」の販売をしています。試飲もあります
ので、ぜひお立ち寄り下さいませ。

フード

11   あわい /そえる手

「めぐりサロンあわい」のもう１つの顔 ！ 自費の介護＆生活サポート「そえる手」
です。心と身体の健康＋自分の人生を生きるお手伝いをしています。パーソナ
ル介護、介護の相談、小さな介護教室、遺品整理など。

雑貨・マッサージ

12   信州 中町 蔵 珈琲

手網式自家焙煎の珈琲豆販売をしております。淹れたての珈琲を楽しんで頂け
るよう露店営業も始めました。

フード

13   JIBUN 発旅するラボ

長野県内の高校生を対象に、1 年間の対話プログラムをおこなっています。 

多様な人 と々の対話を通じて、自分を知る体験をぜひご一緒に ！

活動紹介

14   ODDO coffee

私たちの提供するコーヒーは今までのコーヒー＝苦いというイメージからは想像の
つかない爽やかでフルーティなコーヒーです。長野県立大学卒業生が経営する
ODDO coffeeをお楽しみください｡

フード

15   ソーシャルイノベーション研究科紹介

長野県立大学大学院ソーシャルイノベーション研究科の紹介ブース。

活動紹介

16   かとちゃんまぁちゃんのマフィンやさん

長野県立大学食健康学科 2.3 年生ふたり組でイベントの時など限定でマフィ
ンの販売をしています。私たちで何度も試作して作りあげたオリジナルレシピの 

マフィンです。小腹がすいた際にぜひ ！ 

フード

17   moi! （モイ !）

はじめまして ！ 将来カフェを開きたいという想いがあり、まずは小さくイベント出店
メインで活動しているお店です。皆様の“日常”の中にある、温かなお店に 

なれたらと思います。

フード

18   Mei’s Gallary

インド、中東で使用されてきた天然染料で作られた一時的な入れ墨で、約 2 週
間ほどで消えるお手軽にお楽しみいただけるタトゥーです。ブラックとブラウンを使
用します。料金 : 300~1500 円。絵柄リクエスト OK。

雑貨

19   living

大学に通いながらイベント出店､ 委託販売にて活動を行っています。生まれ 

育った長野県で、お菓子や食べ物を通して、多くの方の交流の場となり、共に
しあわせな時間が過ごせればと思います。

フード

「いま、あなたの心には、どんなことが在りますか？」
自分の心に目を向けて聴いたこと、感じたこと、考えたことを
ぜひ残してみてください。自身の言葉で書くこと、描くことは、
本当の意味での学びや、次のステップにきっとつながります。

Memo & 
     Journaling

プログラムパートナー メディアパートナー

日本経済新聞社長野支局
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長野市出身。外資系コンサルティング会社を経て、2011 年独立。起業家として被
災地での事業開発に取り組む。その他、アジア女性社会起業家ネットワークを構築、
国内外で多くの女性起業支援プロジェクト等を牽引。また、日本企業の SDGsビジ
ネス支援として、アジア・アフリカ・中東などで多数の官民連携プロジェクトに貢献。
国内外での社会的事業立ち上げや経営に携わる。2022 年より長野県立大学大学
院で講師。約 20 年ぶりに長野に戻り、現在は長野市在住。

渡邉 さやか Watanabe Sayaka
長野県立大学大学院 ソーシャルイノベーション研究科 講師

Program
Day1: 2024. 7. 19 / 10:00~16:30 / 長野市芸術館 アクトスペース Day2: 2024. 7. 20 / 9:30~16:30 / 長野県立大学 三輪キャンパス Day3: 2024. 7. 21 / 9:30~16:30 / 長野県立大学 三輪キャンパス

10:00 Opening & Check-in 

 
10:20 Opening Session

	 長野県の暮らしから考える「女性性」と「イノベーション」
 鷹司誓栄、 笠原美智子、井上英之、
 金田一真澄、大室悦賀、渡邉さやか

11:35 Journaling

11:45 Lunch

13:00 Keynote Talk

	 長野県を変える「アントレプレナーシップ」
 安藤国威

9:30 Day2 Opening 

 
10:30 Inspiration Talk 2

	 Z世代が考える「良い企業」「良い地域」
 來海 潤一郎、 古川 瑞樹、関ひなた、手塚琉盛、渡辺珠子

11:45 Showcase of Booth

12:00 Lunch

13:00 Breakout Sessions

	 分科会①〜④
 第 1 部 13:00 - 14:00 ／第 2 部 14:30 - 15:30

15:45 Closing Session

分科会①	by	株式会社 SUNDRED
私らしく関われるまちづくり。長野をラボに未来を考えよう！ 
第 1 部：「山間移動と街のにぎわい」 ／ 第 2 部：「ありたいくらし」

分科会②	by	Biotope
人生とキャリアの選択、みんなはどうしてる？
第 1 部：前編 ／ 第 2 部：後編

分科会③	by	信州ウイメンズヘルスケア協会
第 1 部：10 代からのヘルスケア ～月経との上手な付き合い方！～
第 2 部：働く女性のメンタルヘルス戦略！～カウンセリングの現場から～

分科会④	by	合同会社キキ
「性」を自分らしく考察・実践する 表現ワークショップ
第 1 部：前編（1 部のみの参加可）／ 第 2 部：後編（1.2 部連続参加推奨）

Art Earth Dialogue

	「わたし」から始まるイノベーション
ファシリテーター : 中村峻介、岡田味佳
参加費：無料（要申込・先着 40 名）

絵を描くこと、観ること、感じること
対話を通して、語ること、聴くこと

1-2 日間を通して、自分の中に生まれてきた想いを形にするような
ワークショップ。大きなひとつのキャンバスを全員で囲み、絵を描き
ながら、それぞれの人生を共有するアートを通じた非言語と言語の
循環する対話の場です。

Speakers & Moderators

13:30 Keynote Session

 グローバルと女性的視点から創造する
	 長野県の地域イノベーション
 阿部守一、平田はる香、鳥居希、 槌屋詩野、渡邉さやか

14:45 Break & Journaling

15:00 Inspiration Talk 1

	 グローバルリーダーたちと考える
	 リーダーのあり方と地域イノベーションの未来
 Helianti Hilman、丸山将一 、Kayla Afrin

 Fariza Abidova、石川洋人

16:15 Day 1 Wrap-up

ウズベキスタン出身、日本在住。グローバルなビジネスコラボレーションを促進し、
イノベーションを加速させることに情熱を注ぐ連続起業家。2010 年に株式会社
SOPHYSを設立し、3000 人の日本人エグゼクティブとシニアマネジャーを育成。
2016 年には Trusted 社を立ち上げ、大企業とスタートアップの国境や業界を超えた
コラボレーションによるイノベーションを支援。J-wave ラジオ、ABEMA TV のコメン
テーター、日経産業新聞のコラムニスト、神戸大学講師としても活躍。

ファリザ アビドヴァ Fariza Abidova

Trusted 株式会社 代表取締役

1957年長野県茅野市生まれ。明治学院大学社会学部卒業。シカゴ・コロンビア・カレッ
ジ修士課程修了（写真専攻）。東京都写真美術館学芸員（1989~2002）、東京都
現代美術館学芸員（2002~2006）、東京都写真美術館事業企画課長（2006~2018）
を経て、石橋財団アーティゾン美術館副館長（2018~2024）。主な著作に『ジェンダー
写真論 増補版』（里山社、2022）、『ヌードのポリティクス』（筑摩書房、1998）ほか。
2005年のヴェネチア・ビエンナーレで日本館のコミッショナー（石内都「mother’s」）。

笠原 美智子 Kasahara Michiko

長野県立美術館長

長野に移住し、2009 年長野県東御市の山の上に趣味であった日用品の収集とパン
の製造を掛け合わせた店「わざわざ」を1 人で開業。2017 年に株式会社わざわざを
設立。2019 年、東御市内に 2 店舗目となる喫茶・ギャラリー・本屋「問 tou」を出店。
2020 年度には、従業員 20 数名で年商が 3 億 3 千万円に到達。2023 年、コンビ
ニ型店舗「わざマート」、体験型施設「よき生活研究所」を同市内に出店。同年、
初の著書『山の上のパン屋に人が集まるわけ』（サイボウズ式ブックス）を出版。

平田 はる香 Hirata Haruka

株式会社わざわざ 代表取締役

昭和３８年京都市に生まれる / 昭和６２年 慶應義塾大学文学部独文科卒 /

平成１８年 大本山善光寺大本願入山、住職 鷹司誓玉上人を師僧として得度 /

平成１９年 鷹司誓玉上人と養子縁組 / 

平成２０年 僧籍承認、善光寺大本願副住職任命 / 

平成２３年 善光寺大本願別院城泉山観音寺住職兼務 / 

平成２８年 佛教大学大学院修士課程修了

鷹司 誓榮 Takatsukasa Seiei

善光寺大本願 副住職

1949 年生まれ。東京都出身。専門はロシア語、言語学。慶應義塾大学におい
て、ロシア語教育を担当。ロシア語に関する著作、辞書等多数。9,000 人余が
学ぶ日吉キャンパスのカリキュラム策定の責任者やキャンパス全体の総責任者を務
め、教育内容の充実とともに４学期制度など新しい教育方法の導入に積極的に取
り組む。2018 年より、長野県立大学 学長。慶應義塾大学 名誉教授（文学博士）。

金田一 真澄 Kindaichi Masumi

長野県立大学 学長

1942年生まれ。愛知県出身。東京大学経済学部卒業。ソニー株式会社において、
パーソナルコンピューター“ＶＡＩＯ”、携帯電話、デジタルカメラの開発・事業化を主導。
代表取締役社長兼ＣＯＯを務める。また、現ソニー生命保険株式会社を中心と 

なって立ち上げ、業界に革新的なビジネスモデルを確立、元ソニー生命保険株式
会社 名誉会長。2018 年から、公立大学法人長野県立大学 理事長。

安藤 国威 Ando Kunitake

公立大学法人長野県立大学 理事長

多摩美術大学美術学部絵画学科油画専攻を卒業後、チームラボ株式会社に入社。
独立後、アーティスト活動を開始。ネイティブアメリカンの通過儀礼等の経験などを
通し、深層心理、量子論、天文学、民俗学などに関心を寄せる。それらを基に、
時間や空間を超えるもの、意識と無意識、見えるものと見えざるものの『境界線』
という、自己と他者を縁取るものや、世界で生じている曖昧かつ不可視な事象に 

ついて、抽象絵画やワークショップ等といった多様なメディアを通して、問いかける。

中村 峻介 Nakamura Shunsuke

アーティスト

国際 NGO、日本総合研究所を経て、2012 年 Impact Hub Tokyo 設立。起業家
の創業支援、事業伴走、アクセラレーターを実施、黎明期の東京のスタートアップ・
エコシステム醸成に尽力。2017 年以降、長野県塩尻市シビックイノベーション拠点
や浜松市など地方のイノベーション・コミュニティ創出に携わる。2024 年より大企業
のスタートアップ支援担当も実施。現在、長野県飯綱高原在住。

槌屋 詩野 Tsuchiya Shino

株式会社 Hub Tokyo 取締役・共同創業者

松本大学（現在休学中）。塩尻市のシビック・イノベーション拠点「スナバ」でシフ
トスタッフとして働きながら、高校生起業家育成プログラム「エヌイチ道場」の運営
としてファシリテーターなどを行う。高校生たちの熱意に感化され、自分自身も一念
発起。休学して個人事業主となる。中信地域を大学生や若者を中心に盛り上げた
いという思いから、「ジュウシン」というプロジェクトを立ち上げ、8 月 10 日（日）に
松本市のサザンガク、桝形跡広場にて開催予定。

手塚 琉盛 Teduka Ryusei

松本大学 総合経営学部 3 年

2001 年 慶應義塾大学経済学部卒業後、米 JP モルガンに入社し、投資銀行業
務に従事。その後、現ソニーグループ㈱に入社し、海外事業を担当。2009 年に米
ミシガン大学で MBA 取得後、ソニーの CEO/CFO の専任スタッフとして構造改革を
推進。2015 年に Takeoff Pointを設立。社会課題をビジネスで解決する事業を複
数立ち上げる。2024 年に非営利型一般社団法人 Arc & Beyondを設立。複数の
スタートアップのアドバイザーや、起業家教育・支援にも携わる。

石川 洋人 Ishikawa Hiroko

一般社団法人 Arc & Beyond 代表理事

インドネシアの食の生物多様性の持続を推進する第一人者。2008 年に Javara 

Indonesiaを設立。何万もの農家や食品職人と協力して、600 以上の商品を開発し、
約 20カ国に輸出している。2017 年からは、農村部の若者の間で農業や食に関わ
る起業家精神を促進するためのスクールを設立。2013 年インドネシア・ソーシャル・
アントレプレナー・オブ・ザ・イヤー、2015 年シュワブ財団ソーシャル・アントレプレナー
に選ばれるなど、数々の賞を受賞している社会起業家。

ヘリアンティ ヒルマン Helianti Hilman

Javara Indonesia, Founder and Executive Chairperson

長野県出身。上田染谷丘高校、軽音班に所属。担当はドラム。高校生対象の
大会で県ベスト8 獲得。在学中に地元立科町で小学生対象のアート系 WSを企画、
児童館と共同開催し作品を地域文化展で発表。同年「JIBUN 発旅するラボ」に
参加し、感銘を受け本校への進学を決意。現在は同運営チームに所属し高校生と
の対話に取り組む。

関 ひなた Seki Hinata

長野県立大学 グローバルマネージメント学部 1 年

慶應義塾大学総合政策学部 2 年生。2019 年、ユーグレナ社初代の CFO（Chief 

Future Officer：最高未来責任者）とともに活動を行うFuture サミットメンバーに選出。
未来をつくる実験区「100BANCH」の立ち上げと運営に携わる。2021 年、日本
経済新聞社「日経ソーシャルビジネスコンテスト」ファイナリスト。

來海 潤一郎 Kimachi Jyunichiro

株式会社ユーグレナ未来世代アドバイザリーボードメンバー

1960 年 12月生まれ。1984 年東京大学法学部卒業後、自治省（現総務省）に
入省。2001 年長野県企画局長、長野県副知事。2004 年総務省過疎対策室長、
2007 年横浜市副市長、2009 年内閣府行政刷新会議事務局次長を経て、2010

年 9 月に長野県知事に就任し現在 4 期目。現在、全国知事会副会長（兼国民
運動本部長）や一般社団法人全国過疎地域連盟会長などを務める。

阿部 守一 Abe Shuichi

長野県知事

1972 年、長野県長野市生まれ（51 歳）。1997 年、株式会社大和総研入社。
2007 ～ 2010 年、慶應義塾大学グローバルセキュリティ研究所常勤訪問研究員（兼
職）。2010 年、エムケー精工株式会社入社。2012 年、代表取締役社長就任。
工学修士、経営学修士。日本自動車機械器具工業会副理事長、長野県工業会
会長、長野県職業能力開発協会会長、長野県計量協会会長、長野県発明協会
副会長、長野県経営者協会常任幹事、株式会社デリクックちくま 代表取締役会長。

丸山 将一 Maruyama

エムケー精工株式会社 代表取締役社長

2015 年、古本の買取・販売を行う株式会社バリューブックス（長野県上田市）入社。
現在は同社にて、グローバルエコノミーを全ての人、コミュニティ、地球のためのもの
へと変えていくB Corporation™ の認証取得に向けて取り組む。自社の認証取得プ
ロセスと並行して、B Corp ムーブメントの一助となるべく『B Corp ハンドブック よい
ビジネスの計測・実践・改善』を黒鳥社との共同プロジェクトによるコミュニティで翻
訳。2022 年 6 月、バリューブックス・パブリッシング第一弾の書籍として出版。

鳥居 希 Torii Nozomi

株式会社バリューブックス 代表取締役

慶応大学卒業後、外資系コンサルティング会社を経て、2003 年に社会起業向け
投資団体「ソーシャルベンチャー・パートナーズ（SVP）東京」を設立。慶応大学
SFC での授業群開発、「マイプロジェクト」というプロジェクト型の学びの展開、ソーシャ
ルリーダー向けマインドフルネス・セッションなどに取り組む、2009 年に世界経済フォー
ラム「Young Global Leader」に選出。2021 年、「スタンフォード・ソーシャルイノベー
ション・レビュー日本版」を創刊。3 年前より、長野市と軽井沢の信州内二拠点生活。

井上 英之 Inoue Hideyuki

INNO-Lab International 共同代表

広島叡智学園高等学校 1 年（在学中）。教育を受ける側の立場としての視点を
生かしつつ、鹿児島県姶良市に私立の小学校を立ち上げ準備中。学校づくりの
過程で、さまざまな人との対話を重ね、「ふつうの小学校」に必要なエッセンスを
丁寧に言語化していくことで、中山間地域における学校デザインのモデルとなるこ
とを目指している。

古川 瑞樹 Furukawa Mizuki

私立新留小学校設立準備財団 共同代表

UK 発のマガジン「Dazed & Confused」にて学んだ後に、ロンドンのデザインカ
ンパニー「FRUITMACHINE」に合流。Japan Director として、国内外の事業
をつなぐ架け橋を担う。東日本大震災を機に、これまでの産業成長型社会にはな
いデザインの在り方に希望を抱く。その体験を源に、文化芸術や国際人権、社
会起業家支援、組織開発など多様な領域でクリエイションに取り組む。デザインと
対話を通して、人びとの願いや想いの根源につながりなおす活動を行っている。

岡田 味佳 Okada Mika

デザイナー

カナダ生まれ、飯綱在住。起業家であり、コミュニティ・イベントの主催者。5 年
前に来日後、事業立ち上げを通じて、日本を自分の“ホーム”にしようとしてきた。
今は、日本が自分の“ホーム”になっている。「こしかけカフェ」では料理長を務め、

「こしかけイベント」では森のこしかけ音楽アートフェスティバルでプロデューサーを務
める。自分らしい方法で、地域コミュニティだけでなく日本全国に貢献していきたいと
考えている。

ケイラ アフリン Kayla Afrin

こしかけカフェ 創業者・共同代表

10:00~11:30 小学生向け①：託児と合同でリトミック＆楽器づくり
 未就学児向け①：手遊び・わらべ歌 & 絵本など

13:00~14:30 小学生向け②：インクアート
 未就学児向け②：手遊び・わらべ歌 & 絵本など

15:00~16:30 小学生向け③：非認知クイズ
 未就学児向け③：手遊び・わらべ歌 & 絵本など

小学生向け 3000 円 / 回、未就学児向け 1000 円 / 回、受付でお支払いください。
* 未就学児向けに親子参加の場合には、参加費無料。

非認知能力を育てる教室「アソビノ」の協力に
より、2 日目は未就学児から小学生向けのプロ
グラムを実施。お子さんだけワークに参加して、
ママやパパはセッションに参加するのも OK です
し、親子で参加も OK です。なお、長野市在住
のお子さんが小学生向けプログラムに参加する
場合には「みらいハッ！ケン」プロジェクトとの
連携により無料になります。

（参加人数に上限があるため、要申込）

WE- WE-Place Workshop

専門はインパクト投資、社会的インパクト評価。国内インパクト投資ファンド設立支
援や、投資先のインパクト評価支援を実施してきた他、企業の SDGs に関する事業
設計や各種取り組み支援を実施。近年は B Corp 認証に関する国内ムーブメント形
成にも注力。著書に「SDGs 入門」（日経文庫、2019 年）がある。

渡辺 珠子 Watanabe Tamako

株式会社 日本総合研究所 創発戦略センター 
シニアスペシャリスト

WE-Nagano 事務局

渡邉 さやか Watnabe Sayaka
長野県立大学大学院 ソーシャルイノベーション研究科 講師

勝山 由莉愛 Katsuyama Yulia
長野県立大学大学院 ソーシャルイノベーション研究科 1 年

保坂 海 Hosaka Kai
長野県立大学グローバルマネージメント学部 3 年

塩入 美雪 Shioiri Miyuki

長野県立大学大学院 ソーシャルイノベーション研究科修了・株式会社 SALT 代表

長野県立大学・信州大学 学生ボランティア（当日運営サポート） 

京都市ソーシャルイノベーション研究所長。専門分野はソーシャル・イノベーション。
現在はイノベーションアイデアの創発を数学や哲学などをもとに研究し、それを可
能にする思考方法などを教授している。著書には『サステイナブル・カンパニー入
門』学芸出版社、『ソーシャル・ビジネス・ケース』中央経済社、『ソーシャル・
イノベーション』NTT 出版などがある。

大室 悦賀 Ohmuro Nobuyoshi

長野県立大学大学院 ソーシャルイノベーション研究科 教授


